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   We used renacidin irrigations on ten patients with calculi in the upper urinary tract and 
obtained following  results  :
   1)  Two ureteral and two renal calculi were reduced in size or disappeared  radiologi-
cally. 
   2) A staghorn calculus was remarkably softened and became easily removable by 
pyelolithotomy. 
   3) In a case of sponge kidney associated with multiple renal calculi, many calculi passed 
and the complaints of the patient disappeared. 
   4) In two cases the calculi remained almost  unchanged  ; in one the irrigation was pro-
bably discontinued too soon and in the other the calculi were predominantly composed of 
oxalate salts. 






も,襲 に報告 した本剤 の基礎的実験4)に引続い
























428 石 原 ・山科 ・川本一 結 石溶 解 剤Renacidinの臨 床成 績
に沿い腎孟上部に達せしめ之を留置,一方か ら10%






































一致して集籏した多数の小結石の存在が認 め られ る
が,尿に赤血球を証明する他には血液像,血液化学,
腎機能に著変なく,腎感染も認めないので,本疾患の



































体格,栄 養中等度.胸,腹 部に著変は な い.血 圧











止し 症状榔 轍 したので轍 を醐 したとε・ろ,
約3時 間後症状再び強 くなり・右腎部の痙痛及び悪寒
をも訴えるに至つたので,止むなく灌流を断念した.
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Beforeirrigation 29.9 3.9 3.6 5.4
3rddayofirrigation 38.0 5.0 3.5 5.6
5thdayofirrigation 48.4 4.6 2.7 6.0
1dayafterterminationof
irrigatio且 45.5 4.7 4.4 4.7
考 察
Renacidinは絢橡酸,グ ル コン酸,林 檎 酸等
の多価 有機酸 を主成分 とす る白色粉末で,臨 床
的には通常蒸溜水で10%溶液 として用い,pH
は略々4.0である.結 石溶解力は燐酸石灰,炭
酸石灰及 び燐酸マ グネシウム ア ンモ ンに対 し
て強 く,蔭 酸石灰 に対 しては之 より劣 り,尿 酸
塩には無 効で ある.
臨床 的にRenacidinを結石に作用 させる場
合,腎 及び尿管結石に対 しては,膀 胱鏡 的に2
本の尿管 カテーテル(4～5F及 び5～6F)
を尿管に挿入 し,細 い方を注入用,太 い方 を流
出用 として・1分 間1～2ccの 割合で点滴 灌流
する.我 々も此 の方法 に従ったが,Goldstein2)
は,尿 管 カテーテルを 注 入 用 の1本 の み と
し,尿 管 自体 を流 出管 としたと ころ,溶 液 は 自
由に流 出し,膀 胱刺戟作用 もなかつた と述 べて
い る.灌 流液容器の位置につV・て,Goldstein2,
は 患 者 よ り2～2.5択 の高 さで あれ ば,そ の
際の腎孟内圧は腎孟 静脈逆流 を起 す危険 は殆
どない としてい る.
本斉1」の臨床報告 としては,1959年Mulvaney7〕
が先ず腎結石,膀 胱留置 カテーテル の 石 灰 沈
着,alkalineencrustedcystitisの各1例 に
有効で あると報告・更に1960年8)には腎結石13
例(内 有効9例)・ 尿管結石8例(内 有 効3
例・ 自然排 出2例)・ 膀胱結 石10例(内 有効5
例)及 び留置 カテーテ・レ15例(全例有効)に 使
石 原 ・山 科 ・川 本 一結 石 溶解 剤Renacidinの臨 床 成績
用,叉 別に留置 カテーテル100例に用い9).共
に好成績 を収 めた.次 いで1961年Abeshouse
等1}は14例の尿路結 石症に応用 し,結 石の溶解
或は軟化 に対 して有効で ある事を報告,Golds-
tein2,も同年2例 の珊瑚樹状結石に著 効を認め
た.本 邦 では市 川等3〕(1962)が腎結石3例,
膀胱結石2例 に使用,内4例 に著効を挙げた。
我 々は上部尿路結石10例に本剤 を用いたが,
尿管結石の1例(症 例7)は 完全に 溶 解 消 失
し,他 の1例(症 例8)及 び腎結石2例(症 例
4,6)は レ線上著 明な縮 小を見,内1例 は灌
流終了後2日 目に自然排 出した.
珊瑚樹状結石 の1例(症 例1)は レ線上 特に
顕著 な変化 を見 なかつたが,手 術時著 し く軟化
されてい るのを認め,摘 出操 作を容易な らしめ
る上に有効であつた.
海綿腎に合併 した多発性結石(症 例3)の 自
然排出・に有効で あつた事 は,此 種疾患 に対 する
一 新治療 法を提供す るもので あろ う.
尿管結石 の1例(症 例9)及 び腎結石の1例
(症例10)に於ては殆 ど認むべ き効果 がなかつ
たが,前 者で は,摘 出後試験管内実験で著 明な
溶 解を示 した事か ら,灌 流量 の不足 と 考 え ら
れ,後 者 は極めて硬 い蔭酸塩結石で,試 験管内
で も難溶性であつた.
又,2例(症 例2,5)は 刺戟症状強 く灌流
を中止 した.
本剤の副作用に就 ては,Mulvaney,Golds・
tein及び市川等 はその粘 膜刺戟作用乃 至 は 毒
性 を殆 ど認めていないが,Kohler6⊃(1962)は
腎組織に高度 の破壊 を認めた1例 を報告 してい
る.我 々の症例 に於 ては,上 記2例 の他に は,
本 剤その ものに よる副作用は殆 ど認めず,灌 流
中,時 に軽度 の血尿 を見 るのみで発熱 もなかつ
た.唯,流 出管 の閉塞時に腎部 の痙痛 を訴えた
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